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第　 1　問

xy 平面の原点 Oを中心とし半径 1の円 C 上に定点 Aをとる．同じ円上の点 Xに対し，
平面上の点 Yを

−→
OY =

−→
OA− 2(

−→
OA ·

−→
OX)

−→
OX

で定める．ただし，−→
OA ·

−→
OXは −→

OAと −→
OXの内積である．このとき，

(1)
−→
OY = 1であることを示せ．

(2)
−→
OY = −

−→
OAとなる点 Xをすべて求めよ．

(3) 点 Xが円 C を 1回まわるとき，点 Yは同じ円を 2回まわることを示せ．
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第　 2　問

0 < a ≦ bをみたす実数 a，bに対し，数列 {an}，{bn}を

a1 = a, b1 = b, an =
√
an−1bn−1, bn =

an−1 + bn−1

2
(n ≧ 2)

によって定める．

(1) すべての自然数 nに対し，an ≦ an+1 ≦ bn+1 ≦ bn が成り立つことを示せ．

(2) すべての自然数 nに対し，bn+1 − an+1 ≦ 1
8an

(bn − an)
2 が成り立つことを示せ．

(3) a = 100，b = 900のとき，bn − an < 4をみたす最小の nを求めよ．
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第　 3　問

各成分が 0以上の整数である行列 Aで，A3 = Aをみたすものをすべて求めよ．
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第　 4　問

正の実数 aに対し，実数全体で定義される関数 g(x)を

g(x) =

∫ 2

−2

x− t (t2 − a2)dt

で定める．このとき，g(x)が最小値を持つような aの範囲を求めよ．また aがそのよう
な範囲にあるとき，g(x)の最小値を aを用いて表せ．
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第　 5　問

点 O を中心とする円周の 6 等分点を P1, P2, · · · , P6 とする．サイコロを 3 回振り，出
た目が順に i，j，k のときの得点を次のように定める．i，j，k の中に同じものがあれば
0点とする．i，j，k がすべて異なるときは，円の中心 Oが三角形△PiPjPk の内部にあ
れば 3点，辺上にあれば 2点，外部にあれば 1点とする．得点の期待値を求めよ．
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